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抄録集：40 頁，2010．

44）�高橋直紀，前川知樹，奥井隆文，本田朋之，多部田
康一，中島貴子，山崎和久：ヒト歯肉上皮細胞のケ
モカイン産生における interleukin (IL) -17 の関与．
－ IL-17 受容体の発現とその機能解析－．第 53 回
春季日本歯周病学会学術大会，盛岡市，2010 年５
月 15 日，日本歯周病学会会誌 第 52 巻春季特別号：

根完成歯移植の経過と予後因子に関する検討 . 第 64
回 NPO 法人日本口腔科学会学術集会 , 札幌 , 2010
年６月 24-25 日 . 第 64 回日本口腔科学会学術集会プ
ログラム・抄録集 , 216 頁 , 2010.

29）�菅井登志子 , 芳澤亨子 , 小林正治 , 高木律男 , 小野
和宏 , 興地隆史 , 齊藤　力 : 歯根完成智歯移植の予
後因子に関する検討 . 第 64 回 NPO 法人日本口腔科
学会学術集会 , 札幌 , 2010 年６月 24-25 日 . 第 64 回
日本口腔科学会学術集会プログラム・抄録集 , 223
頁 , 2010.

30）�工藤和子 , 寺尾恵美子 , 朝日藤寿一 , 児玉泰光 , 飯
田明彦 , 小野和宏 , 高木律男 , 齋藤　功 : 口蓋裂患
者に対する上顎前方移動術後の鼻咽腔閉鎖機能の変
化　-Nasometer および側面セファログラムによる
検討 -. 平成 22 年度新潟歯学会第１回例会 , 新潟 , 
2010 年７月 10 日 .

31）�飯田明彦, 高木律男, 小野和宏, 八巻正樹, 齋藤　功: 
顎裂部腸骨移植術と同時に隣接する側切歯に対して
歯胚回転を行った１例 . 日本形成外科学会関東支部
第 84 回新潟地方会 , 新潟 , 2010 年 11 月 12 日 .

32）�朝日藤寿一 , 小野和宏 , 森田修一 , 高木律男 , 齋藤　
功 : 長期管理を行った正中唇裂の１例 . 日本形成外
科学会関東支部第 84 回新潟地方会 , 新潟 , 2010 年
11 月 12 日 .

33）�石川裕子 , 福島正義 , 八木　稔 , 柴田佐都子 , 大内
章嗣 , 小野和宏 , 山崎和久 , 黒川孝一 , 隅田好美 , 富
沢美惠子 : 歯科衛生臨床実習の現状と実習ケースに
おける項目の改定 . 第 29 回日本歯科医学教育学会
総会・学術大会 , 盛岡 , 2010 年７月 23-24 日 . プロ
グラム・抄録集 , 82 頁 , 2010.

34）�小野和宏 , 八木　稔 , ステガロユ　ロクサーナ , 大
島勇人 , 西山秀昌 , 八巻正樹 , 鈴木一郎 , 朔　敬 , 前
田健康 : 新潟大学歯学部における初年次教育の役割
と課題 . 第 29 回日本歯科医学教育学会総会・学術
大会 , 盛岡 , 2010 年７月 23-24 日 . プログラム・抄
録集 , 97 頁 , 2010.

35）�塩生有希 , 南　智香子 , 君　雅水 , 長澤麻沙子 , 小
野和宏 , 魚島勝美 , 前田健康 : 新潟大学歯学部にお
ける PBL 実施方法の評価　– 学生の立場から -. 第
29 回日本歯科医学教育学会総会・学術大会 , 盛岡 , 
2010 年７月 23-24 日 . プログラム・抄録集 , 102 頁 , 
2010.

36）�青木由香莉，中島貴子，高橋直紀，前川知樹，宮下
博考，宮内小百合，宮沢春菜，多部田康一，山崎和
久：Porphyromonas gingivalis 感染マウスモデルに
おいて NKT 細胞は歯槽骨吸収を促進する．第３回
口腔環境制御研究カテゴリー集会，長崎市，2011
年２月４日 .
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安藤雄一，佐藤徹，池主憲夫：「標準的な成人歯科
健康プログラム・保健指導マニュアル」に基づくテ
スト事業の評価について，第 59 回日本口腔衛生学
会総会，新潟，2010.10.7，口腔衛生学会雑誌　60（4）：
367 頁，2010.

54）�山内邦生，八木　稔，花形哲夫，一瀬　明，山本武
夫，片岡照二郎，清田義和，本木一成，山内皓央，
佐久間汐子，葭原明弘，宮﨑秀夫：甲信越北陸地方
における集団応用フッ化物洗口の実態－ 2010 年速
報値－，第 21 回甲信越北陸口腔保健研究会総会，
塩尻市，2010 年７月 24 日，口腔衛生会誌，61（1）: 
80, 2011.

55）�柴田佐都子 , 石川裕子 , 八木　稔 , 福島正義 , 大内
章嗣 , 山崎和久 , 黒川孝一 , 隅田好美 , 富沢美惠子 , 
小野和宏 : 医歯学総合病院における歯科衛生士学生
教育のための臨床実習の状況について . 第 29 回日
本歯科医学教育学会総会・学術大会 , 盛岡 , 2010 年
７月 23-24 日 . プログラム・抄録集 , 141 頁 , 2010.

56）�中島俊一, 黒川孝一, 大内章嗣, 小野和宏, 八木　稔, 
ステガロユ　ロクサーナ , 鈴木　昭 : 電子ノートシ
ステム構築による PBL 学習支援について（第２報）　
- 電子筆記システムの改善について -. 第 29 回日本歯
科医学教育学会総会・学術大会 , 盛岡 , 2010 年７月
23-24 日 . プログラム・抄録集 , 119 頁 , 2010.

【研究会発表】
１）�福島正義：MI を理念とした新しいう蝕治療ガイド

ライン , 平成 22 年度中毛学術講演会 , 群馬県歯科医
師会 , クレインパーク山楽荘 , 伊勢崎市 , 2010 年 10
月 21 日

２）�八木稔，石川裕子，佐藤徹，大内章嗣，深井穫博，
地主憲夫：新しい「成人歯科健診・指導プログラム」
による行動変容の評価：平成 22 年度 8020 研究事業，
2010．

３）�隅田好美 ,　西澤正豊 ,　野水伸子他７名 : 新潟県難
病相談支援センターにおけるピアサポート研修の実
践―患者が抱える悩みの明確化―, 厚生労働科学研
究費補助金難治性疾患克服研究事業　特定疾患の自
立支援体制の確立に関する研究会議 , 東京 ,2010 年
１月 11 日 , 平成 21 年度班研究会議プログム ,19,2010

４）�隅田好美 ,　野水伸子 ,　大平勇二 ,　他７名 : 潟県難
病相談支援センターにおけるピアサポート研修の実
践―患者が抱える悩みの明確化―, 全国難病セン
ター研究会第13回研究大会,新潟,2010年３月13日 ,
全国難病センター研究会第 13 回研究大会（新潟）
プログラム ･ 抄録集 ,39,2010

102 頁，2010．
45）�奥井隆文，米澤大輔，奥井桂子，宮内小百合，青木

由香莉，宮下博考，本田朋之，伊藤晴江，多部田康
一，中島貴子，山崎和久：SPT 期活動性歯周ポケッ
トに対するシタフロキサシン経口投与有用性の検
討 . 第 53 回春季日本歯周病学会学術大会，盛岡市，
2010 年５月 14 日，日本歯周病学会会誌第 52 巻春
季特別号：124 頁，2010．

46）�青木由香莉，多部田康一，村上幸孝，吉村文信，山
崎和久：Porphyromonas gingivalis 由来 FimA 線毛
のサイトカイン産生誘導能における Lipoprotein の
関与. 第53回春季日本歯周病学会学術大会，盛岡市，
2010 年５月 14 日，日本歯周病学会会誌 第 52 巻春
季特別号：21 頁，2010．

47）�青木由香莉，多部田康一，山崎和久：Porphyromonas 
gingivalis 由来 FimA 線毛のサイトカイン産生誘導
能における Lipoprotein の関与．平成 22 年度新潟
歯学会総会，新潟市，2010 年４月 17 日，プログラ
ム抄録集：98 頁，2010．

48）�宮下博考，米澤大輔，本田朋之，奥井隆文，奥井桂
子，前川知樹，高橋直紀，伊藤晴江，中島貴子，多
部 田 康 一， 山 崎 和 久： 歯 周 炎 患 者 に お け る
Porphyromonas gingivalis に対する抗体価と高感度
CRP の関連性 . 平成 22 年度新潟歯学会総会，新潟
市，2010 年４月 17 日，プログラム抄録集：98 頁，
2010．

49）�伊藤加代子 , 船山さおり , 隅田好美 , 井上誠 : 口腔乾
燥患者への診療時配慮事項に関する歯科衛生課程実
習導入への試み , 一般社団法人日本老年歯科医学会
第 21 回学術大会（通算 25 回）, 新潟市 ,2010 年６
月 25 日 , 日本老年歯科学会抄録集 , 142,2010.

50）�高野　遼平 , 長澤　麻紗子 ,　Stegaroiu Roxana, 魚
島勝美：３次元有限要素法によるシミュレーション
と実際の骨改造との相関性検証を目的としたモデル
構築．第 40 回日本口腔インプラント学会学術大会、
札幌 , 2010 年９月 17 ～ 19 日 . 第 40 回日本口腔イ
ンプラント学会学術大会プログラム・抄録集，290
頁，2010.

51）�隅田好美 : 新潟県難病相談支援センターにおけるピ
アサポート研修の実践－患者会が抱える悩みの明確
化－ , 日本社会福祉学会第 58 回大会 , 名古屋 ,2010
年 10 月 10 日 , 日本社会福祉学会第 58 回全国大会
報告要旨集 ,584

52）�八木　稔，佐久間汐子：地域において就学前から開
始されたフッ化物洗口プログラムのう蝕予防効果，
第 59 回日本口腔衛生学会総会，新潟市，2010 年 10
月６- ８日，口腔衛生会誌，60（4）: 359, 2010. 

53）�岩本彩，八木稔，石川裕子，深井穫博，大内章嗣，



－ 82 －

20）�小野和宏 : PBL テュートリアル教育の実践　−新潟
大学歯学部の取組− . 平成 22 年度歯科衛生士専任
教員講習会 IV, 京都 , 2010 年 12 月 11 日 .

21）�山崎和久：動脈硬化性疾患リスク因子としての歯周
疾患を考察する．岡山大学大学院医歯薬学総合研究
科大学院セミナー，岡山市，2010.6.23.

22）�狩野祥司：福祉行財政と福祉計画、　新たな福祉社
会を担う社会福祉士の育成支援事業研修、新潟県社
会福祉士会・新潟医療福祉大学・敬和学園大学、
2010 年 11 月７日

23）�狩野祥司：グループホーム・ケアホームのあり方、
新潟県知的障害者グループホーム世話人研修、新潟
県知的障害者福祉協会、平成 22 年 11 月 15 日　

24）�大内章嗣，吉江弘正，野村修一，隅田好美，石川裕
子，伊藤加代子 : 新潟大学公開講座介護予防のため
の「口腔機能の向上」入門講座，「口腔清掃介助の
実際（実習）」､ 新潟，2010 年７月６日　

25）�隅田好美 : ピアサポート―悩みをわかちあうために
―, 口友会新潟支部交流会 , 新潟 ,2010 年 11 月 21 日

26）�隅田好美 , 山下萌絵 , 市川加奈 , 塚田しげみ : お口の
中をいつもきれいに , 新潟 SCD マイマイ , 新潟 ,,2010
年９月 26 日

27）�松永秀夫 , 隅田好美 : ピアサポート研修―ステップ
アップコース―「気づきへのコーチング」, 新潟県
難病相談支援センター研修事業 , 新潟 ,2011 年３月
６日

28）�佐久間汐子：フッ素洗口の有効性と安全性，亀田小
学校のフッ素洗口実施に向けた関係者会議，新潟市，
2010 年５月 14 日 . 

29）�佐久間汐子：歯・口腔の健康づくりにおけるフッ化
物利用の位置づけ，フッ化物洗口実施基礎研修会，
北海道中標津町，2010 年９月 30 日 . 

30）�佐久間汐子：歯・口腔の健康づくりにおけるフッ化
物利用の位置づけ，フッ化物洗口実施基礎研修会，
札幌市，2010 年 10 月 21 日 . 

31）�佐久間汐子：歯・口腔の健康づくりにおけるフッ化
物利用の位置づけ，フッ化物洗口実施基礎研修会，
札幌市，2010 年 10 月 22 日 . 

32）�佐久間汐子：学校歯科健診における診断の再現性を
高めるために，五泉市阿賀町歯科医師会地域保健研
修会，五泉市，2011 年２月 26 日 . 

33）�島田久幸：社会資源なき地域に未来はあるのか？（シ
ンポジウム）．新潟県地域生活支援ネットワーク春
季研修会，柏崎，2010 年６月 19 日

34）�島田久幸：相談支援の基礎講義．平成 22 年度下越
圏域ケアマネジメント基礎研修，胎内，2010 年６
月 21 日

35）�島田久幸：施設の民営化～新潟県の取組．平成 22

【その他】
１）�鈴木昭：地域福祉課題の析出と解決の手法（児童虐

待をなくす地域づくり）．福祉行政新任職員研修会，
新潟県社会福祉協議会，2010 年６月２日．

２）�鈴木昭：「子どもの理解と支援～子ども虐待のない
まちづくりを目指して～」．子ども家庭支援者養成
研修，新潟市社会福祉協議会，2010 年６月 15 日．

３）�鈴木昭：WS「子ども虐待のないまちづくりをめざ
して」．新潟市江南区要保護児童対策地域協議会研
修会，新潟市江南区役所，2010 年８月 26 日．

４）�鈴木昭：新潟市西蒲区要保護児童対策地域協議会子
ども虐待防止研修会講師，新潟市，2010 年 12 月６日．

５）�鈴木昭：WS「子ども虐待検証事例からみた子ども
虐待の生起メカニズム」．新潟市保健師研修会，新
潟市子ども未来課，2011 年１月 27 日．

６）�鈴木昭：佐渡市安全・安心地域推進プロジェクト・
佐渡市地域安心ネットワーク検討委員，2010 年度．

７）�鈴木昭：新潟市社会福祉法人の設立及び社会福祉施
設整備等審査会委員，2010 年度．

８）�鈴木昭：新潟市次世代育成支援対策行動計画推進協
議会委員，2010 年度．

９）�鈴木昭：長岡市要保護児童対策地域協議会スーパー
バイザー，2010 年度．

10）�鈴木昭：新潟市社会福祉審議会委員，2010 年度．
11）�鈴木昭：新潟市子ども虐待死亡事例検証報告書．新

潟市，2011 年３月 31 日．
12）�鈴木昭：児童虐待：核家族化で増加傾向　垣根超え

た態勢づくりを．聞きたい言いたい 2010 年暮らし
の回顧４，新潟日報，2010 年 12 月 27 日．

13）�鈴木昭：新潟の福祉文化～ミニコロニーの思想～.戦
略的大学連携支援事業共生型大学連携公開講座「文
化・教養講座」，2010．７．３，長岡市

14）�福島正義：「平成 21 年度新潟大学歯学部同窓会・総
会の報告」　P11「第 56 回全国歯科大学同窓会・校
友会懇談会に出席して」　P29~30「新潟大学全学同
窓会報告」　P46~47  新潟大学歯学部同窓会誌第 30
号 , 2010 年３月

15）�福島 正義：国内渉外委員会 , 日本歯科審美学会　
The News Letter  2010 Summer( ７月）

16）�石崎裕子 , 福島正義：質問に答えて「切削介入はい
つ？」. 日歯理工誌 , 29（4）, 322 〜 323, 2010 年

17）�福島正義：委員会報告／国内渉外委員会、ニューズ
レター Vol22,　日本歯科審美学会 2010 winter

18）�福島正義：編集後記、老年歯科医学 ,25 巻３号 , 
2010 年 12 月

19）�小野和宏 : PBL テュートリアル教育の実践　−新潟
大学歯学部の取組− . 平成 22 年度歯科衛生士専任
教員講習会 IV, 福岡 , 2010 年 10 月２日 .
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profiling of human neutrophils in relation to 
immunoglobulin G Fc receptor IIIB polymorphism. 
J Periodont Res 45 (6) :780-787, 2010.

５）�Shimizu E, Kobayashi T, Wakabayashi H,Yamauchi 
K, Iwatsuki K, Yoshie H.　Effects of orally 
administered lactoferrin and lactoperoxidase-
containing tablets on clinical and bacteriological 
profiles in chronic periodontitis patients. IntJ Dent 
201: 405139. Epub 2011Apr. 8. 

６）�Okada M,Kobayashi T, Ito S, Yokoyama T, 
Komatsu Y, Abe A, Murasawa A, Yoshie H. 
Antibody responses to periodontopathic bacteria 
in relation to rheumatoid arthritis in Japanese 
adults. J. Periodontol2011 in press.

【研究費獲得】
１）�小林哲夫，小松康高：ゲノムメチル化プロファイル

による歯周炎とリウマチの共通発症機序の解明．日
本学術振興会科学研究費補助金 , 基盤研究（C） 
22592309，2010.
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